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第３章 参考 

１ 計画策定の背景 

（１）静岡県の健康寿命 

ア 平均寿命の状況 

静岡県の平均寿命（平成 22 年）は、男性 80.03 歳、女性 86.21 歳であり、

都道府県別では男性が全国 10 位、女性が全国 32 位となっています（健康寿

命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究班のデータ

による）。なお、同年の日本人の平均寿命（男性 79.64 歳、女性 86.39 歳）は、

世界一です。 

 

イ 健康寿命の状況 

静岡県の健康寿命は、平成 22 年（男性 71.68 歳、女性 75.32 歳）、平成 25

年（男性 72.13 歳、女性 75.61 歳）とも都道府県別にみて全国でもベスト３

に入っています。一方、日本の健康寿命（男性 71.1 歳、女性 75.6 歳）は諸

外国と比較してトップクラスとされています（平成 27 年）。このことから、

静岡県は世界でも健康寿命が非常に長い地域（県）であるといえます。 

 

【静岡県の健康寿命】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：H22,25厚⽣労働省公表値。男⼥計及び平成22，25年平均は県で独⾃算出（単位：年）
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（２） 静岡県の健康寿命延伸施策への取組 

ア 「ふじのくに健康長寿プロジェクト」 

更なる健康長寿を目指すため、「ふじのくに健康長寿プロジェクト」として、

①健康長寿プログラムの普及、②健康マイレージ事業、③企業との連携、④

健康長寿の研究、⑤重症化予防対策の５本の柱に基づいて様々な取組を進め

ています。特に、特定健診データの分析結果の見える化や健康づくりマイレ

ージ事業の実施により、実態として多数を占めている健康づくりへの「無関

心層」に静岡県全体で働きかけ、無関心層の理解と行動を促し、健康寿命の

更なる延伸を図っています。 

 

【ふじのくに健康長寿プロジェクト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「ふじのくに型人生区分」 

  静岡県では独自に定義した「ふじのくに型人生区分」を提唱し、現在の女

性の健康寿命相当年齢である 76 歳までを「壮年」とし、社会で元気に活躍

する世代と位置付けています。特に、従来の区分では高齢者に含まれている

「壮年熟期（66～76 歳）」の県民に対しては、様々な機会や分野において、

現役世代としてもっと活躍していただきたいというメッセージを伝え、この

世代に属する県民の意識を「支えられる」側から「支える」側へ転換する機

運の醸成を図っています。 

運動・食生活・社会参加の３分野で生活習慣
の改善に取り組む「ふじ３３プログラム」の普及
減塩を目的とした「減塩５５プログラム」の普及

②健康マイレージ事業

④健康長寿の研究 ⑤重症化予防対策

③企業との連携

①健康長寿ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの普及

市町が定める健康づくりメニューの実践に
より一定ポイントを貯めた住民が、指定され
た協力店で各種特典を受ける仕組み

健康づくり優良企業の表彰、健康づくり推進
事業所宣言の展開、健康経営セミナーの開
催、企業健康チャート分析

人工透析予備群の受診促進に向けた関係
機関の連絡調整・体制整備
介入担当者の資質向上

県民65万人分の特定健診データの市町別・

地区別分析
高齢者コホート調査結果の分析


